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と低めなのに対して、「他地域で就職後 U ターン」した人は府中町 52.6％、三次市 60.3％
と高い（.087）。地元�の地域で働く��が、社会問題や政治に対する関心を高めている�

�性がある。そして、意識調査項目としては、やはり高めの「階層意識」との相関関係が

あり、日本社会・政治の現状評価については比較的肯定的である（r=.108）。ただし、生活

や仕事、地域や自分の現状についてはそれほど高い評価をしているわけではない。人生観

においては「チャレンジ志向」（r=.315）や「自分の利益と関係なく、広く社会に役立つ行

動しよう」（r=.219）と考えている人が多い点は、「国を愛する」志向性が強い人と共通し

ている。 
「自分や家族のことが優先で、社会問題や政治について考える気にならない」のは府中

町 41.3％、三次市 41.6％と半数を下回る。重回帰分析によると、「趣味関係のグループの活

動」（-.108、府中町で-.200）、「業界団体・同業者団体・労働者組合」（-.104）への参加度だ

けが説明力を持っている。それぞれの地域活動・社会活動への参加の�度が高いと「社会

問題や政治について考える」傾向が強くなる。このほか、府中町では「事務職」が「社会

問題や政治について考える」ことについてポジティブな回答傾向である一方（-.132）、三次

市では「仕事が主の非正規雇用」で、「考える気にならない」人が増える（.125）。「考える

気にならない」人は、高めの「階層意識」の人が少なく、金銭的余裕もあまりないと答え

る傾向にある。そして、日本社会・政治に対する見方も総じてネガティブである。「日本は

差別があまりなく、弱い立場とされる人たちがむしろ手厚く保護されている国」だという

考え方にも否定的である（-.105）。その一方、「人並みに安定した暮らしを手に入れるため、

現実的に考えて行動しよう」と考える堅実志向が有意に高い（.113）。 
一方、類似の質問だが「地域社会の問題」に限った場合はどうか。「自分や家族のことが

優先で、地域社会の問題について考える気にならない」のは、府中町 48.3％、三次市 46.6％
と、社会一般の問題についてよりは関心が高まる。各種の地域活動・社会活動に積極的な

人は、この考えに否定的で、「地域社会の問題」に関心が高い傾向が強い。最も「考える気」

があるのは「地縁組織の活動」に参加している人で、特に三次市でその傾向が強い（-.105、
府中町 44.9％、三次市 33.8％）。「業界団体・同業者団体・労働組合」に参加している場合

も、特に府中町で「地域社会の問題について考える気」のある人の割合が増える（-.091、
府中町 37.5％、三次市 42.7％）。地域社会と最も��つ�のあるのが、三次市の場合は「地

縁組織」であるが、府中町の場合は特に��層の「地縁組織」への関わりが弱く、会社や

��などの「職場関係」の活動で地域社会の問題に関わる�ー�がむしろ多くなる。この

ほか、興味深いのは、「ずっと地元」に住んでいるという居住歴に説明力があり、「地元」

である地域社会の問題に関心のない傾向が強いことである（.098）。他地域での生活の��

があるほうが、地域社会に対する問題意識が�がることが��される。「高卒」の場合も「考

える気にならない」人の割合が増える（-.083）。そして、意識調査項目との関連では、「地

域社会の問題」に関心が薄い人は「高めの階層意識」の人が少なく、「自己の現状評価」な

ど、各種の満足度に関する項目についても総じてネガティブな傾向が強い（-.148）。 
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そして、「自分の力は小さいので、社会問題や政治について不満を持っても仕方がないと

思う」という項目については、府中町 52.9％、三次市 51.6％と半々に割れる。意識調査項

目との関係について言うと、上記の３つの項目と同様に、社会問題や政治問題への関心が

高い人は、「階層意識」が高く、総じて現状肯定傾向が強い。異なるのは、「社会情勢を考

えれば、今後、生活水準が上がらなくても仕方ないと思う」という項目との正の相関が見

られる点である（.122）。つまり、この項目からは、単なる無関心ではなく、社会の変化に

対する諦めの意識が加わった「政治的無力感」をうかがうことができる。重回帰分析で回

答傾向を探ると、第一に、各種のグループ活動への参加度が�い場合、政治的無力感は高

まることがわかる。「政治団体の活動」（-.141）、「業界団体・同業者団体・労働組合」（-.101）、
「学校・保育所・幼稚園等の保護者・同窓会組織の活動」（府中町のみ-.131）への参加度が

増えると、「仕方がない」という人が少なくなる。第二に、学歴が�い場合、政治的無力感

が強まる傾向がある。「大卒以上の学歴」では否定的な回答が多く（-.104）、三次市では「中

卒」（.113）の政治的無力感が強い。第三に、「階層意識」が�めのプ���ールで、政治的

無力感が強い傾向である。たとえば、「サービス」従事者（.101）や「運搬・清掃・包装」

業（.070）では、政治的無力感が強い。また、三次市では、「他地域で就職後 U ターン」し

た人は政治的有効感覚が強い（-.104）。 
どの項目についても、各種のグループ活動への参加が社会や政治問題に対する関心を高

めている傾向が確認される。だが、その種類によって関心を強める効果は異なっている。「�

�関係のグループ活動」については、一�的に社会や政治問題についての意識を高める傾

向がある。これに対して、「地�組織の活動」については、地域や国への��を高める傾向

があると見られる。「職場参加としての地域活動・社会活動」については、社会や政治問題

についての関心を高める効果はない。 
また、各項目について、社会や政治問題に対する関心が高い人については、「階層意識」

が高く、自分の現状評価も高い傾向が確認できる。つまり、生活や社会の現状について満

足している人のほうが関心は高く、現状を肯定できていない人のほうが無関心であるとい

う傾向である。現状に不満であっても�人的な問題として��されて、社会や政治問題と

��つ�て考えられていない傾向があり、注意が必要である。 
 
 

 「現在住んでいる地域に、外国人等の多様な住民が増えるのは良いことだ」と考えるの

は、府中町 43.2％、三次市 55.2％。三次市のほうが府中町よりも地域の外国人���れに

肯定的な人の��が多く、重回帰分析でも地域差そのものの説明力が確かめられる（.187）。
また、年齢が若いほど肯定的な傾向は強い（-.151）。20 代では府中町 55.0％、三次市 62.7％
が「良いこと」だと考えるのに対して、30 代は府中町 36.0％、三次市 52.7％にとどまって
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いる。職業では、「製造作業・機械操作」従事者がネガティブな傾向が強い（-.079）。外国

人労働者の導入が進んでいる職種であり、競合関係が意識されている可能性がある。地域

別に重回帰分析をすると、府中町では、「高卒」で反対する人が多い（.142）。一方で、「建

設業」（.122）「飲食店・宿泊サービス」（.113）については、人手不足が目立つ分野である

ためか、賛成する人の比率が高い。「学校・保育所・幼稚園の保護者・同窓会の活動」の参

加度の高い人たちも比較的ポジティブである（.117）。また、三次市では、「世帯年収」が高

い人のほうが否定的である（-.202）。業種としては、やはり人手不足が指摘される「医療・

福祉」関係で賛成する人が多い（.149）。また、「趣味関係のグループの活動」に参加度の高

い人たちも賛成する比率が高い（.110）。 
 一方、「今後、日本国内に外国人が増加することは、総合的に見ると良いことだ」と考え

るのは、府中町 45.4％、三次市 49.0％である。重回帰分析では、やはり地域差そのものに

説明力がある（.097）。三次市のほうが府中町に比�、外国人�の��性が高いことが��

される。また、やはり年齢が若いほうが肯定的な傾向が強い（-.102）。「管理職」に賛成が

多いのは、経営上の観点から外国人受け入れにメリットがあると考えるためだろうか（.085）。
そのほか、「父または母と同居」している場合、ネガティブな意見を持つ人の割合が増える

（-.090）。地域活動・社会活動では、やはり「趣味関係のグループの活動」に参加度の高さ

に説明力がある（.077）。地域別に重回帰分析すると、府中町では「サービス」職のネガテ

ィブな傾向がきわだつ（-.143）。三次市では、「職場関係の地域活動・社会活動」に参加度

の高い人たちの賛成する比率が高い一方（.171）、「世帯年収」高めで否定的になる（-.146）。 
「地域での外国人受け入れ」と「日本国内の外国人受け入れ」との間の相関は強いが、

意識調査項目間の関連を見てみると、共通点と相違点とがある。共通するポイントとして

は、第一に、人間関係に関する充足度の高さとの間に見られる相関である。「外国人受け入

れ」に積極的な人は、「友人関係の満足度」（地域 r=.126、国内 r=.088）、「職場の人間関係

の満足度」（地域 r=.133、国内 r=.119）、「配偶者・恋人等がいて、その関係に満足」（地域

r=.087、国内 r=.120）、「地域のなかにリラックスできる関係の友人が多い」（地域 r=.208、
国内 r=.162）、「地域のなかに刺激的な人との出会いの機会が多い」（地域 r=.224、国内

r=.149）、「自分と近い仲間たちと交流する機会に恵まれ、深い絆を築けていると思う」（地

域 r=.156、国内 r=.179）、「自分と異なる世界の人たちと出会う機会に恵まれ、視野を広げ

られていると思う」（地域 r=.156、国内 r=.179）といった項目との結びつきが強い。人間

関係に充足している人が、�んでいる地域においても、日本国内においても外国人受け入

れに肯定的であるということが��される。 
第二に、自身の将来展望の明るさとの相関である。「自分の仕事の将来に明るい希望があ

ると思う」（地域 r=.133、国内 r=.143）、「勤務先の将来（経営など）に明るい希望があると

思う」（地域 r=.133、国内 r=.154）、「20 年後、今よりも高い収入を得ていると思う」（地域

r=.110、国内 r=.148）、「自分の将来に明るい希望があると思う」（地域 r=.100、国内 r=.147）
となっており、将来展望が�い人は外国人受け入れについても否定的な傾向が強い。 
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第三に、地域や日本社会の��を��る傾向性を�つ人が、外国人受け入れに��的で

あるという傾向である。「地域の開発が進むことで、安全で安心できる暮らしが失われるこ

とが心配」な人は少なく（地域 r=-.116、国内 r=-.102）、その一方で「日本の伝統や慣習が

失われ、社会の雰囲気が悪くなる可能性について心配しなくていい」という人が多い（地

域 r=.121、国内 r=.239）。また、「日本は「内向き」過ぎるところがあるので、もっと外に

目を向けたほうがいい」と考える傾向との相関も有意に高い（地域 r=.206、国内 r=.202）。
「男性も女性と平等に家事（育児・介護を含む）を負担するべきだと思う」（地域 r=.143、
国内 r=.103）についての比率が高いことも合わせて考えると、比較的にリベラルな政治的

立場との結びつきが考えられる。第四に、「自己実現志向」の高い傾向も明確で、「無理を

してでも、高い目標を立ててチャレンジしたい」人や（地域 r=.161、国内 r=.151）、「人と

は異なる自分の個性を磨く」ことを重視している人が多い（地域 r=.211、r=.157）。 
一方、「地域における外国人受け入れ」と「国内における外国人受け入れ」とでは、回答

傾向が異なる意識調査項目もある。第一に、「国内」については「階層意識」が高い傾向が

見られ（r=.103）、「生活満足度」も高く（r=.103）、「日本社会・政治の現状」（r=.085）や

「日本社会の将来展望」（r=.114）についても肯定的な立場の人が相対的に多い。これに対

して、「地域」については、特にそのような傾向はない。つまり、「階層意識」が高く、現

状肯定的な傾向がある人は「日本国内における外国人が��すること」も一��として受

け入れるべきだと考える傾向があるが、���でいる地域における受け入れとなると�は

別だということである。第二に、「地域」における受け入れに関して、「田舎志向」との関

連が有意であることに注目できる（r=.085）。「田舎志向」の人のほうが内向きで��的な

地域������に��こもっているという���ジは�たら�、むしろ地域�����

�に対する関心が高いた�に、その活性�に��する可能性として、外国人を受け入れる

べきだとする傾向が高い。そうしたこともあって、「田舎」の三次市のほうが府中町に比べ、

外国人受け入れに賛成する人が多いのだと考えられる。これに関し、�しい人��少に�

�し、その��のた�に外来人�を受け入れたほうがいいという考え方が�い、という三

次市の地域事�との関�も考えられる。 
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